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新しい門出を応援します

水害のリスクを減らし、安心して暮らせる環境へ

空き家の再生加速中
地域の未来につながる支援

◎小中学校等入学祝い交付金事業

◎農業農村整備事業

◎空き家利活用流通促進事業補助金の
　追加補正

　八頭町小中学校等入学祝い交付金事業として、小学生
１人当たり２万５千円分、中学生１人当たり５万円分の
お買物券を交付するもの

　下坂地区再区画整理事業及び上津
黒地区樋門新設事業の実施に係る工
事請負費を補正するもの
〈下 坂 分〉法面湧水処理経費等の増
〈上津黒分〉仮設工の変更等による増

　空き家改修４件、残置物処分１件に対して補助
金を追加するもの

938 万円　

1,144 万円　

390 万円　

新しい中学校の制服

下坂地区暗渠排水工事
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物価に負けない地域の力
国の補正予算「強い経済」を実現する総合経済対策に対応

◎八頭町生活応援商品券発行事業

◎物価高対応子育て応援手当給付事業

◎家計負担激変緩和対策事業

　食料品の物価高騰等に対応するため、町民の
方 1 人当たりに１万円の商品券をお配りするも
の

　０歳から高校３年生までの子どもたちに 1 人当たり
2 万円を支給するもの

　物価高騰による家計への負担が大きい児童扶養
手当、生活保護、特別児童扶養手当、特別障害者
手当受給世帯へ、4000 円を給付するもの

　12月定例会は、10日から 17日の８日間で開かれ、条例の制定・
改正、指定管理者の選定、一般会計、特別会計、公営企業会計補正
予算などの計 11議案が提案され、いずれも原案可決としました。
陳情は３件あり、１件を採択しました。

1 億 7,265 万円　

4,361 万円　

165 万円　

12 月
定例会

令和６年度に発行された商品券



船岡小学校にエレベーターを設置

各小学校に防犯カメラを設置します

吉田町長が勇退を表明吉田町長が勇退を表明

　町内で唯一エレベーターが設置されていなかった船岡小
学校に、このたび新しくエレベーターが設置されます。
　子どもたちや保護者の皆さんにとって、階段の上り下り
が大きな負担となる場面もありましたが、これからは安心
して校舎を利用できるようになります。

　郡家西・船岡・八東小学校に防犯カメラを設置するもの
　※郡家東小学校には長寿命化改修時に設置済

5,819 万円　

2,779 万円　

　年齢的なことによる気力・体力の衰えを感じている。新たな感覚で町政運営に当
たっていただきたい。

10月14日

１月16日

◎総務教育常任委員会　　　   　
　矢部啓祐委員長　→　川西　聡委員長

◎議会運営委員会　　　　　
　尾島　勲副委員長　→　岡嶋正広副委員長
　矢部啓祐委員　　　→　川西　聡委員◎予算決算常任委員会　　　　　

　尾島　勲委員長　→　岡嶋正広委員長

◎工事請負契約の締結

◎各委員会の構成が変更になりました
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令和７年
第８回
臨時会

令和８年
第１回
臨時会

◎特別防犯対策施設整備事業
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八東ふる里の森八東ふる里の森
 ― これからも安心して楽しめる森 ―  ― これからも安心して楽しめる森 ― 

「八東ふる里の森」の指定管理者の指定について
　「自然共生サイト」を推進し、特色のある運営コンセプトを持つ実践力と、行政・地域との連
携等に積極的に取り組んでいる現事業者、株式会社エルボスケを評価し、指名による指定管理
としました。指定の期間は令和８年 4月 1日から、令和 11年３月 31日まで、指定管理料は
3年間で１，８９０万円です。

八東ふる里の森の特徴八東ふる里の森の特徴
自然共生サイトに認定　
　令和7年2月、環境省から「自然共生サイト」に認定されました。ブナ林や清流に囲まれ、
珍しい野鳥が巣を作る自然豊かな森です。自然を守りながら観光や交流を広げる取組が
評価されています。

世界目標「30‌by‌30」とのつながり
　2030年までに陸と海の30％以上を「保護地域」と「OECM（その他の効果的な地域
ベースの保全手段）」により保全する「30by30」という目標があります。八東ふる里の
森の活動は、この世界的な目標にも貢献しています。

環境教育の場
　町内外の学校が訪れ、森を歩きながらＳＤＧｓや環境保全を学んでいます。子どもた
ちが自然を体感し、未来へつなぐ学びの場となっています。



議案等議決結果議案等議決結果（第8回臨時会・第９回定例会・第1回臨時会）（第8回臨時会・第９回定例会・第1回臨時会）
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第８回臨時会
134 船岡小学校エレベーター設置工事請負契約の締結 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第９回定例会
135 財産の取得 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

136 町道の路線認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

137
八頭町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

138
八頭町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条
例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

139 八頭町障害者等医療費助成条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

140 八東ふる里の森の指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

141 令和７年度八頭町一般会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

142 令和７年度八頭町介護保険特別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

143 令和７年度八頭町簡易水道事業会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

144 令和７年度八頭町下水道等事業会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

145 令和７年度八頭町一般会計補正予算（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

陳情第９号
保育所等に対する社会福祉施設職員等退職手当共済制度の公費
助成の継続を求める意見書の提出を求める陳情書 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 採択

陳情第10号
保育士配置基準の引上げの早期完全実施とさらなる改善を求め
る意見書提出を求める陳情書 × × × 〇 × × 〇 × 〇 × × 〇 × 不採択

陳情第11号
「年金積立金の一部活用で、物価上昇に見合う年金引上げと保
険料の引下の検討を求める意見書提出」についての陳情書 × × × 〇 × × × × 〇 × × 〇 × 不採択

発議第６号
保育所等に対する社会福祉施設職員等退職手当共済制度の公費
助成の継続を求める意見書の提出 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

第１回臨時会
議案第１号 八頭町職員の給与に関する条例の一部改正 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

２号 八頭町議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

３号 八頭町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

４号 令和７年度八頭町一般会計補正予算（第６号） × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

５号 令和７年度八頭町国民健康保険特別会計（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

６号 令和７年度八頭町介護保険特別会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

７号 令和７年度八頭町簡易水道事業会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

８号 令和７年度八頭町下水道等事業会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

※採決は13人（川西議長は除く。）で行う。議案等の採決は賛成「○」、反対「×」で表記。欠席は「○欠」で表記。
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議長から議会運営に関して諮問された答申結果
◎現行の本会議初日の日程を２日間に分けて２日目に質疑を設ける申し出について
　→　現行のとおりとする。
　※�議案及び提案理由は５日前 (土日を除く )に配付され、町長の提案理由説明 (口述書 )

も前日配付される。したがって、質疑する準備はでき、会期を分ける必要性はない。

◎予算決算常任委員会廃止要求について
　→　現行のとおりとする。
　※�議員全員で審査ができ、全体を掌握することができる利点がある。必要な質疑や議論

も行える。

議会運営委員会議会運営委員会   ～議会の流れをつくる、運営チーム～～議会の流れをつくる、運営チーム～



右のQRコードから「各議員の詳しい出欠状況」が、ご覧いただけます。

令和７年度（9月19日～12月17日）議会活動の出欠日数一覧
【定例会・臨時会・研修会等】
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鳥取県東部議会議長会研修会（10/10　岩美町） 出 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
欠 ①病 ①

八頭町議会議員研修会（10/31） 出 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

鳥取県町村議会議長会議員研修会（11/28  三朝町） 出 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

総務教育常任委員会視察（10/20、21  茨城県境町） 出 2 2 2 2 2 2
欠 ②

産業福祉常任委員会視察（10/20 ～ 22 石川県） 出 3 3 3 3 3 3
欠 ③

部落解放同盟との意見交換会（11/25） 出 　 1 1 1 1 1 1 　 1 1 1 1 1
欠 ① ① ①

八頭町議会報告会（11/29） 出 1 　 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
欠  ①

第8回臨時会（10/14） 出 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

第9回定例会、会期は8日間（12/10 ～ 12/17）※本会議は4日間 出 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

議会運営委員会（5回） 出 5 5 5 5 5 5 5 5

委員長会議（1回） 出 1 1 1 1 1 1 1 1 1

総務教育常任委員会（4回） 出 4 4 4 4 4 4 4

産業福祉常任委員会（4回） 出 4 4 4 4 4 4 4

予算決算常任委員会（1回） 出 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

全員協議会（7回） 出 7 5 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7
欠 ②病   

議会広報委員会（3回） 出 3 3 3 3 3 3 3

議会広報正副委員長会（1回） 出 1 1

議会報告委員会（2回） 出 1 1 2 2 2 2 2
欠 ①病 ①

議会意見交換会（八頭高校） 出 1 1 1 1 1 1

議会DX委員会（1回） 出 1 1 1 1 1

議会DX研修会（2回） 出 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

議員定数・報酬調査小委員会（2回） 出 2 2 2 2 2 2

議員定数・報酬調査特別委員会（3回） 出 3 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
欠  ①病

議会活動(出席依頼等) 出 2 1 1 2 4 42

出席数 日 42 20 40 40 28 38 35 41 29 44 34 34 47 78

欠席数 日 1 4 0 0 4 0 0 0 2 0 0 0 0 0

議会活動合計 日 43 24 40 40 32 38 35 41 31 44 34 34 47 78

※出席率(出席回数/総数） ％ 98 83 100 100 88 100 100 100 94 100 100 100 100 100

遅刻回数 日 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

病気欠席数 日 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

【出席率全体   （令和7年4月24日～12月17日） 】
出席数 日 123 42 119 113 80 110 93 123 82 126 93 86 135 180

欠席数 日 1 23 0 0 6 0 0 0 4 0 0 3 0 0

議会活動合計 日 124 65 119 113 86 110 93 123 86 126 93 89 135 180

※出席率(出席回数/総数） ％ 99 65 100 100 93 100 100 100 95 100 100 97 100 100

早退数 日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

遅刻数 日 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

公務欠席数 日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

病気欠席数 日 0 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※病は診断書に基づく病気欠席　※出席率は小数点1位を四捨五入しました。
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視察の目的 　�　八頭町のオーガニックビレッジ宣言に関連し、自然栽培の先進地を視察すること
で町内の農業施策に活かすため。

視 察 内 容 　�JA はくい粟木氏　～行政と JAによる取組み～�
高野誠鮮氏による講演

所　　感
　実際の圃場を視察し土づくりの様子を伺った。また、自然栽培に適した土壌づくりに数年の転換期間を
要すると話を聞いた。岡山県美作市から来ていた卒業生の池上氏にもお話を伺うことができた。
　本町の基幹産業の農業、10月 19日には「オーガニックビレッジ宣言」を行い、有機農業の生産から
消費まで一貫して地域ぐるみで
取組を行うことが宣言された。
今後の本町の農業施策に活かす
ためには、「学ぶ場」が必要で
あると感じた。

視察の目的 　�　かほく市の特色ある「幼児造形教育」から、八頭町においてもあーとふる八頭と
連動した豊かな心を育む保育の実践へとつながるような事業等に活かす仕組みを調
査するため。

視 察 内 容 　�　かほく市役所子ども家庭課より、幼児造形教育についての説明を受け子どもたち
の作品を鑑賞し、施設を視察。

所　　感
　この事業を通して、かほく市が幼児期の姿の育成及び特色ある教育活動の推進をしておられ、親が安心
して子どもを預けられる環境づくりに取り組む事業について伺った。幼児造形教育のほか、不妊治療の全
額助成や、こども屋内運動施設「あそびの森かほっくる」を案内していただき、のびのびと子どもたちが
遊ぶ様子を見学した。遊びながら体幹が鍛えられるような屋内遊具が充実しており、本町にも空き施設を
利用し、そういう施設が必要だと感じた。
　震災にあったかほく市は、人口が増加していると聞き驚いた
が、若者たちが集まる、子
育て施策が充実している現
状を視察した。ライフステー
ジに合わせた切れ目のない
施策を本町でも検討する必
要があると感じた。

石川県羽咋市石川県羽咋市 はくい自然栽培事業 はくい自然栽培事業

石川県かほく市 石川県かほく市 幼児造形教育 幼児造形教育 

産業福祉常任委員会　県外視察報告書 2025 年 10月 20～ 22日実施

2025年 10月 20～ 22日実施

自然栽培農業の土づくりについて圃場の視察 粟木氏と高野氏による講演

子ども屋内運動施設「あそびの森　かほっくる」かほく市の事業説明
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視察の目的 　�　ふるさと納税による財源確保と地域活性化策について調査・研修し、町内事業に
活かすため。

視 察 内 容 　�　境町の橋本町長による講演、 ふるさと納税を基軸とした特産品の加工工場、道の駅
の整備（著名な建築士の設計）子育て支援センターのリニューアル全天候型の公園、
BMX、ホッケー等のスポーツ施設、若者定住住宅、まちづくり公社、交流拠点施設、
情報発信施設等を視察。

所　　感
　「境町モデル」と言われる手法を確立され、地方創生の交付金を利用し、町が家賃収入で公共施設を建
設している現場を目の当たりにした。良い手法なので、是非本町でも取り入れるように一般質問をはじめ、
意見を出していきたい。成功事例を共有することで、役場の職員、民間の事業者、町民も自信に満ち溢れ、
前向きな雰囲気が醸成されていた。シビックプライドの醸成にもつながる良い事例を学べた。

茨城県境町茨城県境町  
総務教育常任委員会　県外視察報告書 2025 年 10月 20日、21日実施

全天候型の公園 境町を走る自動運転バス

境町町長の講演 若者定住住宅



議会報告会 (11/29) で出された議会報告会 (11/29) で出された
ご意見に対してそれぞれの委員会がご意見に対してそれぞれの委員会が
対応を協議しました対応を協議しました
NO テーマ 質問・意見 議会回答 今後の対応策 所管委員会 委員会の対応

1

バス利用の
柔軟化

スクールバス・町バス
を団体が使いやすくし
てほしい。

現行規定の制約を認識
し、規約変更や柔軟運
用の可能性を協議中。

運用規定の精査と利用
拡大案を議会で協議す
る。 総務教育

まちづくり委員会
の活動も町の計画
事業の一環として
位置づけ、年 1 回
の利用が出来るよ
う提案する。

2

視察の目的
と成果

京都・茨城の視察理由
と八頭町の課題解決へ
の具体的な適用を問
う。

茨城県境町でふるさと
納税活用、京都市で二
元代表制の実践を学習
する。

視察報告書に目的、今
後の対応を明記するこ
との検討する。 議長協議

これまでも目的等
は明確にしている
が今後も配慮に努
める。

3

デマンド交通
の実証実験

旧八頭地域のみの対象
は不合理。谷が深い地
域こそ必要。

タクシー台数などの制
約により限定的に試
行。議会も広域化を提
案済み。

実証結果を検証し、次
年度の対応を協議す
る。 総務教育

実証実験の検証結
果を鑑みて、次の
取組を提案する。

4

ふるさと納
税の使途

使途の透明性が不足。
地域活性化に特化すべ
き。

寄付時の使途指定に
沿って活用。返礼品や
手数料で半額程度を充
当。

広報誌・HPで『使途
別実績』を毎年公開（目
的別・事業別）してい
る。今後も広報の充実
を促す。

総務教育

広報誌、HP等での
情報提供を促す。

5

農 業 施 策・
交付金活用

農地水交付金の活用が
不十分。事務負担軽減
体制が必要。

受給団体は把握済み。
事務手続きの煩雑さは
検討課題として認識。

事務支援など今後検討
し提案。 産業福祉

農林水産省では計
画書の様式等簡素
化を実施。周知の
確認を行う。

6
高齢者の見
守り・居場
所づくり

一人暮らし高齢者の居
場所づくりを提言して
いるか。

課題を認識し委員会で
議論予定。

モデル事業案等（集落
サロンの利便性向上
等）を検討する。

産業福祉
集落サロン等の利
用者の把握を行い、
課題を整理。

7
議員の欠席
対応

欠席が多い議員への対
応は。

病欠・通院による欠席
を診断書で確認。口頭
要請により改善傾向。

欠席状況の定期報告と
改善策を協議する。 議長協議

今後も改善を求め
ていく。

8
トスク跡地
問題

買い物施設閉鎖後の住
民利便性の確保は。

請願を可決し町長に対
応を要請。今後も引き
続き協議していく。

跡地活用案について
は、今後も協議してい
く。

総務教育
今後も協議してい
く。

9

コミュニティ
センター構想

公民館とまちづくり委
員会の統合案への疑
問。地域の実情に合う
形を。

地域検討委員会で協議
中。12月 2日に役場
説明会の予定あり。

説明会後に住民意見を
踏まえ、議会で方向性
を整理して提言地元住
民の意見を尊重し今後
の動向を注視していく。

総務教育

地元住民の意見を
尊重し、今後の動
向を注視していく。

ここが聞きたい　これが言いたい

	 議会報告会を開催しました
〇日　時　11月 29日（土）午後６時～
〇場　所　船岡庁舎　２階会議室
〇参加者　団体代表、町民

　参加していただきました団体、そし
て町民の皆さま、貴重なご意見ありが
とうございました。
　今後の議会活動に活かしていきたい
と思います。
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意見交換会を実施した団体意見交換会を実施した団体
月日 団体名

令和７年７月３日(木) ①10:30	 中私都まちづくり委員会
令和７年７月８日(火) ②10:30	 【合同】丹比まちづくり委員会

	 　　　八東まちづくり委員会
③19:00	 八頭町小中学校PTA連絡協議会

令和７年７月10日(木) ④10:30	 東郡家まちづくり委員会
⑤14:30	 八頭町観光協会
⑥18:00	 八頭町商工会
⑦19:00	 上私都地区まちづくり委員会

令和７年７月15日(火) ⑧  9:30	 八頭町老人クラブ連合会
⑨19:00	 八頭町男女共同参画推進会議

令和７年７月17日(木) ⑩19:00	 大門の農地を守る会
令和７年７月22日(火) ⑪10:30	 【合同】八頭町身体障害者福祉協会

	 【合同】八頭町心身障害児(者)保護者育成会
	 【合同】八頭町家族会
⑫19:00	 八頭町女性団体連絡協議会

令和７年７月24日(木) ⑬10:30	 八頭町民生児童委員協議会
令和７年８月１日(金) ⑭11:00	 船岡まちづくり委員会
令和７年８月12日(火) ⑮14:30	 八頭町農業委員会

アンケートのご意見からアンケートのご意見から（11/29）（11/29）
議会報告会の感想は？

議会報告会をどのように
お感じになられましたか？
〇�参加者の中の1人の発言される時間が
長い。

〇�過疎化に関する意見が多いので、テー
マを絞りながら意見交換をしても良い
と思った。

〇地域性の強い話が多かった。
〇�地域の農業についての悩みがよくわか
りました。

八頭町議会について
〇�少子高齢化、農業の衰退等、町の課題が多い。未来の八頭
町をみんなで創りましょう。

〇�町民の声に、スピード感をもって対応してもらいたい。公
共交通が必要な時に必要な場所を通るようにしてほしい。

〇�合併 20年を過ぎても、いまだに八頭町の議員というより
は各地域出身の議員の意識でおられるようだ。全議員が八
頭町のために仕事をしてほしいと願う。

〇議員の欠席は残念である。（１名）

15

10

5

0
ちょうどよかった 長かった

時間

ちょうどよかった

15

10

5

0
どちらともいえない

開催時間
10

5

0
わかりやすかった わかりにくかった どちらともいえない

内　容
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ぎかいのうごき
	 ９月	20日 日韓子ども交流30周年記念事業歓迎会

		 22日 鳥取縣護国神社秋季例大祭

		 28日 八頭町福祉祭り

	10月	１日 議会広報委員会
議会報告委員会
議員定数・報酬調査特別委員会
全員協議会

		 ４日 令和７年度関西八頭町会第13 回ふるさとやずの集い
新温泉町制20周年記念式典

		 ６日 令和７年度鳥取県町村議会議長会役員行政調査
（１日目）

		 ７日 令和７年度鳥取県町村議会議長会役員行政調査
（２日目）

議会広報委員会

		 ８日 井原市議会行政視察（隼 Lab)

		  ９日 令和７年企業代表者及び人権啓発推進委員研修会

		 10日 議会運営委員会
全員協議会
東部町議会議長会研修会

		 13日 第 17回森下広一杯八頭町マラソン大会

		 14日 第８回八頭町議会臨時会
総務教育常任委員会
産業福祉常任委員会
議会広報委員会

		 15日 定数・報酬調査小委員会

		 16日 鳥取県立八頭高校創立百周年記念式典
鳥取県立八頭高校創立百周年記念祝賀会

		 17日 東部広域行政管理組合議会議会運営委員会

		 18日 20周年記念高齢者福祉大会

		 19日 八頭町マルシェ2025

		 19日 香美町合併20周年記念式典

		 20日
	

総務教育常任委員会視察（茨城県境町）（１日目）
産業福祉常任委員会視察（石川県）（１日目）

		 21日 総務教育常任委員会視察（茨城県境町）（２日目）
産業福祉常任委員会視察（石川県）（２日目）

		 22日 産業福祉常任委員会視察（石川県）（３日目）

		 23日 日韓友好交流20周年記念事業（大韓民国横城郡）（１日目）
香美町議会行政視察（隼 Lab)

		 24日 日韓友好交流20周年記念事業（大韓民国横城郡）（２日目）

		 25日 日韓友好交流20周年記念事業（大韓民国横城郡）（３日目）

		 26日 日韓友好交流20周年記念事業（大韓民国横城郡）（４日目）
船岡人権啓発センターまつり

		 27日 東部広域行政管理組合議会運営委員会
東部広域行政管理組合議会定例会        　　
議会DX委員会

		 28日 東部広域行政管理組合議会定例会        　　
八頭高校意見交換会

		 29日 総務教育常任委員会
産業福祉常任委員会
東部広域構成議会議長会懇談会（鳥取市）　

		 30日 八東地域慰霊祭

		 31日 議会議員研修会
議員定数・報酬調査特別委員会
全員協議会

	11月	２日 八頭町合併20周年記念式典
日韓友好20周年記念銅板除幕式
日韓友好交流20周年記念事業 横城郡守団 八頭町主
催歓迎会

		 ６日 郡家地域慰霊祭
町人権教育推進協議会役員会

		 ７日 三木市議会行政視察（隼 Lab)

		  ９日 令和７年度八頭町社会福祉大会

		 10日 議会報告委員会

		 12日 第 69回町村議会議長全国大会（１日目）
鳥取県選出国会議員との懇談会

		 13日 第 69回町村議会議長全国大会（２日目）

		 14日 議員定数・報酬調査小委員会

		 15日 令和７年度県政に要望する会

		 17日 全国過疎地域連盟総会第60回総会

		 20日 議会ＤＸ研修会

		 21日 第２回後期高齢者医療広域連合議会定例会

		 23日 郡家地域部落解放研究集会                     

		 25日 議会運営委員会
全員協議会
部落解放同盟意見交換会

		 26日 総務教育常任委員会
産業福祉常任委員会
区長会（船岡地域）

		 27日 区長会（郡家地域）

		 28日 鳥取県町村議会議長会議員研修会
区長会（八東地域）

		 29日 第 20回男女共同参画フェスティバル
八頭町議会報告会

		 30日 令和７年度部落解放研究集会

	12月	３日 議会広報委員会
議会ＤＸ研修会
議員定数・報酬調査特別委員会
全員協議会
委員長会議

		 ７日 地方創生と鉄道をテーマとした紙面対談
第５回鳥取県八頭町ＰＲ落語会 花御所寄席

		 10日 第９回八頭町議会定例会（第１日目）
予算決算常任委員会
総務教育常任委員会
産業福祉常任委員会

		 11日 第９回八頭町議会定例会（第２日目）

		 12日 第９回八頭町議会定例会（第３日目）
こども食堂「ふなっこ」オープニングセレモニー

		 15日 全員協議会
議会運営委員会
全員協議会

		 17日 第９回八頭町議会定例会（第４日目）
議会運営委員会

令和７年
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ここが聞きたい
一　般　質　問

11人が
一般質問
しました。

QRコードを読み
込むと、YouTube
動画でご視聴いた
だけます

　議員が行政全般にわたり、町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将
来に対する方針などについて質問することをいいます。
　議員 1人当たりの質問時間は 30分です（執行部側の答弁は時間に含まれま
せん。）。
　議会だよりに掲載している内容は、質問者自身が要約し、広報委員会が校正
したものです。
　議事録は、議会ホームページのほか、議会事務局、各庁舎、図書館でもご覧
いただけます。

一般質問とは

質 問 者 質　問　事　項 頁

山根張太郎 本町の次世代に向けた施策　　　　　　　　　　　　　　　 14

髙橋信一郎 八東地域の振興策　 未提出

岡嶋　正広
鳥獣被害対策　

15
上下水道の維持管理

灘口　茂郎
かわはら八頭フルーツラインを活かした地域振興　

16
中小企業支援

奥田のぶよ
小中学校体育館の空調設備設置

17
図書館のあり方

小原　徹也 行財政 18

川西　　聡 クマの出没時に対する対応と被害防止対策 19

田中　俊光 八頭町オーガニックビレッジ 20

中原　幸恵 防災 21

森　亜紀子
子育て施設

22
情報発信

矢部　啓祐
産地維持のための果樹圃場の基盤整備

23
消防団の若手団員の処遇

※�　質問や町長などの答弁は質問した議員の原稿に基づき掲載することになっており、髙橋信一郎議員
の原稿が未提出であるため掲載していません。
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ら
く
考

え
て
き
た
。
町
長
に
就
任
し
て
以
来
、
こ

れ
ま
で
11
年
半
余
り
、
行
政
運
営
に
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
最
近
年
齢
的
な
こ

と
も
あ
っ
て
、
私
自
身
の
気
力
で
あ
る
と

か
体
力
の
衰
え
と
い
う
よ
う
な
も
の
も

感
じ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
だ
。

　

八
頭
町
の
課
題
は
、
ど
な
た
に
も
共

通
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
課
題
で
あ
る
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。
私
で
は
な
く

新
た
な
方
に
八
頭
町
の
未
来
を
託
し
た

ほ
う
が
よ
い
と
い
う
結
論
を
、
私
な
り
に

導
き
出
し
た
と
こ
ろ
だ
。

②
当
面
５
か
年
間
で
必
要
な
具
体
策
を

計
画
し
た
「
第
３
期
八
頭
町
総
合
戦
略
」

と
し
て
整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、「
出

会
い
や
出
産
、
子
育
て
を
支
援
す
る
取

組
」、「
生
涯
活
躍
に
向
け
た
健
康
づ
く

り
の
推
進
」
等
、
戦
略
に
基
づ
く
取
組

を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

③
予
防
の
観
点
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ

く
り
事
業
、
運
動
習
慣
の
定
着
や
適
切

な
食
生
活
に
関
す
る
取
組
を
行
う
。
特

定
健
診
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に

向
け
た
取
組
を
強
化
す
る
。
診
療
や
在

宅
医
療
、
健
康
診
査
や
予
防
接
種
事
業

等
が
、
今
後
も
地
域
で
受
診
で
き
る
よ

う
、
県
と
連
携
し
て
対
応
し
、
医
療
体

制
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
全
地

区
に
設
置
し
、
居
場
所
づ
く
り
、
介
護

予
防
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
づ
く
り
の

集いの場（東郡家まちづくり委員会）

山根張太郎 議員

次世代に
向けた施策

次
期
改
選
期
に
向
け
た

吉
田
町
長
の
思
い
は

町
長
／
新
た
な
方
に
八
頭
町
の

　
　
　

未
来
を
託
し
た
い

場
と
し
、
生
活
支
援
相
談
な
ど
も
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

民
間
に
よ
る
障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
の
整
備
を
支
援
し
、
そ
の
他
の

生
活
困
窮
者
支
援
や
、
ひ
と
り
親
支
援

な
ど
も
継
続
し
て
い
く
。　

④
文
化
活
動
の
推
進
は
県
立
美
術
館
や

博
物
館
等
の
町
外
施
設
と
の
連
携
を
図

り
、
町
民
が
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会

を
創
出
し
、
ま
た
、
文
化
財
の
保
護
と

し
て
伝
統
文
化
の
伝
承
の
支
援
と
、
最

新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た
保
存
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
対
策
は
、
誰
も
が
生
涯
を

通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
身
近
な

活
動
機
会
と
指
導
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

④
令
和
４
年
３
月
に
令
和
８
年
度
を
目

標
と
す
る
「
第
２
次
八
頭
町
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
た
。
学
校
と
家
庭
、
地

域
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
、
た
く
ま
し
い

や
ず
っ
子
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

文
化
に
関
す
る
施
策
は
芸
術
文
化
交

流
施
設
、
あ
ー
と
ふ
る
八
頭
内
に
名
誉

町
民
２
名
の
記
念
館
が
あ
る
。

　

地
域
の
偉
人
の
功
績
を
町
内
外
に
広

く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
発
信
に
努
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丹比浄化センターへ統合予定の下徳丸処理場

質
問

　

市
街
地
に
出
没
し
た
熊
を
捕
獲
す
る

為
市
町
村
の
判
断
で
発
砲
可
能
に
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
。
法
改
正
に
伴
う

本
町
の
人
的
被
害
防
止
対
策
を
問
う
。

①
法
改
正
に
伴
い
条
例
な
ど
の
整
備
は
。

②
町
民
へ
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
周

知
及
び
指
導
は
。

③
ど
う
い
う
状
況
に
も
対
処
で
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
が
必
要
で
は
。

④
猟
友
会
へ
の
協
力
要
請
は
。

⑤
保
育
所
、
学
校
施
設
の
安
全
確
保
及

び
公
共
施
設
の
安
全
確
保
の
取
組
は
。

⑥
子
ど
も
た
ち
へ
の
安
全
教
育
及
び
通

学
路
の
安
全
確
保
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
新
た
な
条
例
制
定
は
予
定
し
て
い
な

い
。
町
独
自
の
緊
急
銃
猟
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
制
定
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
る
。

②
事
象
発
生
地
域
ご
と
に
防
災
無
線
で

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

③
ど
の
様
な
状
況
で
も
迅
速
か
つ
適
切

に
対
応
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
制
定
す

鳥獣人的被害
防止対策

対
処
可
能
な
マ
ニ
ュ
ア
ル

整
備
が
必
要
で
は

町
長
／
適
切
に
対
処
で
き
る

　
　
　

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
制
定
の
方
針
だ

る
方
針
で
あ
る
。

④
猟
銃
免
許
保
持
者
の
方
に
は
出
動
に

つ
い
て
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

緊
急
銃
猟
の
際
の
手
順
を
周
知
し
て
い

き
た
い
。

⑤
保
育
所
で
は
平
時
か
ら
門
扉
、
玄
関

や
窓
の
施
錠
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
等

を
行
っ
て
い
る
。
園
庭
や
園
外
活
動
で

は
複
数
の
職
員
で
見
守
っ
て
い
る
。
保

護
者
へ
の
情
報
提
供
や
注
意
喚
起
を
行

い
安
全
確
保
を
図
り
た
い
。

　

公
共
施
設
で
は
住
民
を
施
設
内
や
車

内
へ
避
難
誘
導
し
、
自
動
ド
ア
は
手
動

に
切
り
替
え
、
安
全
確
保
確
認
後
通
常

業
務
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

⑤
熊
撃
退
ス
プ
レ
ー
、
ベ
ア
ホ
ー
ン
、

シ
ー
ル
ド
を
各
学
校
配
置
に
向
け
数
量

等
取
り
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

⑥
集
団
で
の
登
下
校
、
熊
鈴
の
着
用
、

遭
遇
時
の
対
処
方
法
を
指
導
し
て
い

る
。
情
報
に
応
じ
て
職
員
の
随
行
、
保

護
者
へ
の
情
報
提
供
も
行
っ
て
い
る
。 岡嶋　正広 議員

質
問

　

施
設
・
設
備
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持

管
理
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

簡
易
水
道
施
設
は
耐
用
年
数
、
稼
働

状
況
を
勘
案
し
て
随
時
更
新
、
水
道
管

に
つ
い
て
は
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
管

路
の
状
況
把
握
し
、
耐
震
化
と
併
せ
て

計
画
更
新
を
考
え
て
い
る
。

　

下
水
道
処
理
施
設
は
更
新
計
画
を
立

て
施
設
更
新
や
統
廃
合
を
実
施
。
管
路

に
つ
い
て
は
、
耐
用
年
数
を
経
過
し
て

い
な
い
た
め
老
朽
化
対
策
は
実
施
し
て

い
な
い
。

質
問

　

下
水
道
管
の
点
検
方
法
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

５
年
に
一
度
マ
ン
ホ
ー
ル
内
の
目
視

及
び
管
口
カ
メ
ラ
で
管
路
点
検
を
行
っ

て
い
る
。

上下水道の
維持管理

施
設
・
設
備
の
老
朽
化
対
策
は

町
長
／�

耐
用
年
数
を
考
慮
し
て 

計
画
更
新
を
考
え
て
い
る

質
問

　

第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
る
下
水
道

事
業
運
営
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

専
門
業
者
が
そ
う
い
っ
た
事
は
特
筆

し
て
い
る
と
思
う
。
上
下
水
道
共
、
保

守
点
検
調
査
等
業
者
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
。
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質
問

　
「
出
る
杭
を
伸
ば
す
」
補
助
金
の
拡
充

等
、
本
年
度
中
に
具
体
的
な
策
を
打
ち

出
す
意
思
は
あ
る
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

年
度
内
を
目
途
に
速
や
か
に
実
施
で

き
れ
ば
と
思
う
。

フルーツライン

船
岡
IC
周
辺
に
有
機
農
業

体
験
・
交
流
施
設
を

町
長
／
現
段
階
で
は

　
　
　

考
え
て
い
な
い

灘口　茂郎 議員

質
問

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
と
の

連
動
に
よ
る
人
流
創
出

①
船
岡
IC
周
辺
に
「
有
機
農
業
体
験
・

交
流
施
設
」
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い

か
。

②
有
機
農
業
に
関
心
の
あ
る
移
住
者
向

け
の
支
援
体
制
を
整
え
る
べ
き
と
考
え

る
が
如
何
か
。

③
民
間
と
の
連
携
は
想
定
し
て
い
る

か
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
現
段
階
で
は
「
八
頭
町
有
機
農
業
実

施
計
画
」
の
中
で
考
え
て
な
い
が
、
今

後
、
協
議
会
等
で
運
営
組
織
体
制
を
確

立
し
、
事
業
実
施
の
合
意
形
成
に
よ
り
、

補
助
事
業
に
取
り
組
ま
れ
る
場
合
は
町

と
し
て
も
支
援
を
行
う
。

②
当
面
、
安
定
し
た
生
産
体
制
の
構
築

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
無
論
、
将

来
的
に
は
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
現
段
階
で
は
移
住
者
の
支
援
体
制

を
構
築
す
る
の
は
難
し
い
状
況
だ
。

③
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
の
効

果
も
あ
り
、
現
在
1
件
だ
が
県
外
企
業

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
有
機
農
産
物
の
販
売
だ
け
で
な
く
、

自
治
体
と
連
携
し
て
有
機
農
業
を
広
げ

る
支
援
や
調
査
研
究
な
ど
も
行
っ
て
お

り
、
こ
う
い
っ
た
企
業
と
も
連
携
す
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

かわはら八頭フルーツライン

質
問

　

最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
伴
う
町
内
中

小
企
業
へ
の
影
響
は
把
握
し
て
い
る

か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

商
工
会
等
と
連
携
し
、
最
低
賃
金
の

大
幅
な
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
は
じ

め
と
し
て
、
様
々
な
要
望
等
に
つ
い
て

も
、
適
宜
把
握
に
努
め
て
い
る
。

質
問

　

本
町
独
自
の
伴
走
型
支
援
や
施
策
を

検
討
の
考
え
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

新
た
な
取
組
を
行
い
、
生
産
性
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
企
業
に
対
し
て
は
、

既
存
の
「
出
る
杭
を
伸
ば
す
」
補
助
金

の
対
象
拡
充
や
要
件
緩
和
を
は
じ
め
と

し
て
、
何
ら
か
の
支
援
策
を
実
施
す
る

方
向
で
商
工
会
等
と
連
携
し
て
検
討
し

た
い
。 中小企業支援

本
町
独
自
の
伴
走
型
支
援
や

施
策
を

町
長
／
年
度
内
を
目
途
に

　
　
　

速
や
か
に
実
施
で
き
れ
ば
と
思
う

八頭町商工会
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八頭中学校体育館

質
問

　

来
年
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
る
。
小
中

学
校
体
育
館
の
空
調
整
備
計
画
は
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し

て
認
識
し
て
い
る
。
設
置
機
器
や
施
工

方
法
等
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
の
補
助
制
度
を
活
用
す

る
に
は
断
熱
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
条

件
と
あ
り
、
町
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え

つ
つ
可
能
な
限
り
早
期
の
設
置
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問

　

小
中
学
校
体
育
館
は
避
難
所
に
な
っ

て
い
る
。
緊
急
防
災
・
事
業
債
で
の
検

討
は
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

ま
ず
は
ど
う
いっ
た
形
が
い
い
の
か
を
検

討
し
て
い
る

体育館の空調

小
中
学
校
体
育
館
の

空
調
整
備
計
画
は

教
育
長
／
設
置
機
器
や

　
　
　
　

施
工
方
法
等
の
検
討
を
進
め
て
い
る

質
問

　

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
対
策
は
検
討

し
た
の
か
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

恒
久
的
対
策
に
は
不
安
が
あ
る
。
将
来

に
つ
な
が
る
形
が
望
ま
し
い
。

奥田 のぶよ 議員

質
問

①
３
か
所
あ
る
図
書
館
の
今
後
の
体
制

は
。

②
自
主
学
習
の
ス
ペ
ー
ス
や
学
習
講
座

が
開
催
で
き
る
な
ど
、
多
目
的
な
利
用

が
で
き
る
図
書
館
が
郡
家
駅
近
く
に
あ

れ
ば
、
多
く
の
利
用
者
が
見
込
ま
れ
て

活
気
が
出
る
と
考
え
る
が
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

①
現
状
の
体
制
の
運
営
は
運
営
経
費
が

分
散
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
料
が
充
実

し
に
く
い
面
が
あ
る
。

　

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
、
自
習

ス
ペ
ー
ス
、
閲
覧
席
、
各
種
講
座
が
開

催
で
き
る
場
所
等
施
設
的
に
無
理
が
あ

り
手
狭
で
課
題
も
多
い
。
将
来
的
に
は

複
合
型
の
施
設
等
も
含
め
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

②
図
書
館
の
利
用
を
拡
大
す
る
に
は

「
交
流
ス
ペ
ー
ス
」「
社
会
教
育
機
能
」

「
図
書
館
機
能
」「
自
然
や
文
化
を
体
感

で
き
る
機
能
」
を
備
え
た
複
合
施
設
が

必
要
で
、
県
内
で
近
年
オ
ー
プ
ン
し
た

図書館

今
後
の
体
制
は

教
育
長
／�

将
来
的
に
は
複
合
型
の 

施
設
等
も
含
め
検
討
し
た
い

施
設
に
は
、「
図
書
館
エ
リ
ア
」「
生
涯

学
習
エ
リ
ア
」「
カ
フ
ェ
エ
リ
ア
」
等
の

機
能
を
持
っ
た
施
設
も
あ
る
。

　

施
設
の
位
置
等
も
含
め
て
施
設
の
在

り
方
に
も
関
係
す
る
こ
と
で
、
今
後
の

参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

第
3
次
八
頭
町
総
合
計
画
に
図
書
館

を
含
め
た
社
会
教
育
施
設
の
再
編
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
あ
る
。智
頭
町
が
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
岩
美
町
が
検
討
会
を
開

催
し
て
い
る
。
本
町
で
も
検
討
会
等
を

開
い
て
早
急
に
対
応
し
て
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

中
央
公
民
館
は
建
築
50
年
が
経
過
し

て
い
る
。
手
を
入
れ
た
の
で
も
う
少
し

使
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
改

築
に
合
わ
せ
て
そ
う
い
う
こ
と
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

小
中
学
校
の
英
語
教
育

1617 八頭町議会だより八頭町議会だより　第84号 令和8年2月　第84号 令和8年2月



答
弁　

吉
田
町
長

　

町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
御
協
力
を

得
な
が
ら
理
解
を
得
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

質
問

　

行
政
を
企
業
に
例
え
れ
ば
、国
は
本
社
、

都
道
府
県
は
支
店
、
市
町
村
は
営
業
所
。

基
本
、
本
社
の
意
向
が
支
店
や
営
業
所
に

反
映
さ
れ
る
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
支
店
や
営
業
所
の
権

限
は
限
ら
れ
て
い
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

無
論
、
国
の
補
助
金
、
県
の
補
助
金
、

そ
う
い
っ
た
も
の
を
優
位
に
活
用
す
る
こ

と
が
大
前
提
に
思
う
。

質
問

　

限
ら
れ
た
権
限
の
中
で
、
大
き
な
権
限

と
は
何
か

答
弁　

吉
田
町
長

　

権
限
は
、
防
災
対
策
、
廃
棄
物
、
国
民

健
康
保
険
な
ど
、
日
常
生
活
に
直
結
す
る

こ
と
だ
。

行財政状況

本
町
の
行
財
政
状
況
は

町
長
／�

将
来
負
担
比
率
は 

19
・
８
％
で
問
題
な
い
状
況
だ

質
問

　

国
か
ら
見
て
、
本
町
の
財
政
能
力
の
評

価
は
上
位
に
位
置
し
て
い
る
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

実
質
公
債
費
比
率
10
・
0
％
、
将
来
負

担
比
率
19
・
８
％
で
問
題
な
い
状
況
で
、

早
期
健
全
化
基
準
を
大
き
く
下
回
り
、
評

価
は
上
位
に
位
置
し
て
い
る
。

質
問

　

国
民
は
国
に
対
し
て
株
主
で
あ
り
、
出

資
者
と
捉
え
れ
ば
、
八
頭
町
の
赤
字
は
町

民
へ
の
配
当
が
な
い
状
況
だ
。

　

町
民
一
人
当
た
り
の
未
配
当
額(
借
金
）

は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

地
方
公
共
団
体
が
一
会
計
年
度
を
超
え

て
行
う
借
入
れ
で
あ
る
地
方
債
を
例
に
挙

げ
る
と
、
令
和
6
年
度
末
に
お
け
る
町
民

一
人
当
た
り
の
残
高
は
約
１
０
９
万
円
余

り
に
な
る
。

小原　徹也 議員

八頭町役場本庁舎

質
問

　

本
町
は
営
業
所
（
庁
舎
）
を
新
築
し
よ

う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
町
民
に
は
知
る
権

利
が
あ
る
。
説
明
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

議
会
を
は
じ
め
行
政
懇
談
会
で
「
ま
ち

づ
く
り
基
金
」
の
活
用
を
基
本
に
考
え
て

い
る
と
説
明
し
て
い
る
。

　

現
在
、
県
と
の
や
り
取
り
を
行
っ
て
い

る
が
、
施
設
内
容
、
規
模
等
は
決
定
し
て

い
な
い
。

　

事
業
費
の
圧
縮
、財
源
負
担
の
平
準
化
、

財
源
調
達
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
本
格
的
な
協
議
は
こ
れ

か
ら
だ
。

質
問

　

庁
舎
建
設
だ
け
で
な
く
、
町
長
の
説
明

が
届
い
て
い
な
い
の
で
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

町
民
皆
様
方
の
声
を
聴
く
こ
と
、
こ
ち

ら
の
声
を
届
け
る
こ
と
に
努
め
、
情
報
を

共
有
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

住
民
に
利
益
を
も
た
ら
す
行
財
政
運
営

が
使
命
だ
が
運
営
に
不
安
が
あ
る
と
言
わ

れ
れ
ば
、
運
営
者
の
説
明
義
務
に
な
っ
て

い
な
い
の
で
は
。
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質
問

①
ク
マ
の
出
没
時
及
び
目
撃
時
の
町
民

へ
の
避
難
指
示
や
安
全
誘
導
の
対
応

は
。

②
保
育
園
児
や
学
校
の
児
童
生
徒
の
安

全
配
慮
へ
の
対
応
は
。

③
町
民
へ
の
日
頃
か
ら
の
広
報
活
動

は
。

④
森
林
や
畑
、
農
作
物
の
被
害
や
作
業

中
の
安
全
確
保
の
対
応
は
。

⑤
ク
マ
の
駆
除
の
た
め
に
猟
友
会
や
警

察
、
そ
の
他
の
機
関
等
と
の
連
携
は
。

⑥
ク
マ
と
人
と
の
境
の
あ
る
「
す
み
分

け
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）」
の
森
林
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
る
が
所
見
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
最
初
に
現
場
周
辺
の
状
況
を
確
認
し

た
上
で
警
察
と
連
携
し
、
町
民
の
安
全

確
保
を
最
優
先
に
対
応
し
て
い
る
。

　

特
に
、
緊
急
猟
銃
が
必
要
と
判
断
さ

れ
る
場
合
は
、
銃
弾
が
到
達
す
る
可
能

性
の
あ
る
該
当
地
域
の
住
民
に
対
し
て

防
災
無
線
放
送
、
居
宅
戸
別
訪
問
等
を

クマの出没

被
害
防
止
対
策
は

町
長
／�
町
報
で
被
害
防
止
に 

向
け
た
記
事
を
掲
載
し
て
い
る

行
い
屋
内
待
機
を
指
示
す
る
。
次
に
、

必
要
に
応
じ
て
安
全
が
確
保
出
来
る
場

所
へ
の
誘
導
を
行
う
。
ま
た
、
現
場
周

辺
に
は
職
員
を
配
置
し
通
行
制
限
や
周

知
を
行
う
こ
と
で
二
次
被
害
の
防
止
に

努
め
て
い
る
。

②
保
育
所
で
は
、
平
時
か
ら
フ
ェ
ン
ス

や
門
扉
の
設
置
及
び
施
錠
、
玄
関
や
テ

ラ
ス
の
窓
等
の
出
入
り
口
の
施
錠
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
等
に
よ
り
、
ク
マ
に

限
ら
ず
外
部
か
ら
の
侵
入
が
し
に
く
い

環
境
づ
く
り
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
定
期
的
な
清
掃
等
で
人
や
鳥

獣
が
隠
れ
や
す
い
環
境
を
作
ら
な
い
、

動
物
の
餌
に
な
る
柿
や
栗
等
を
置
か
な

い
、
園
庭
や
圏
外
で
の
活
動
時
で
も
複

数
職
員
に
よ
る
チ
ー
ム
で
の
見
守
り
を

行
っ
て
い
る
。

　

緊
急
時
に
は
屋
外
活
動
の
制
限
や
施

設
内
の
避
難
実
施
と
共
に
、
保
護
者
へ

の
情
報
提
供
や
注
意
喚
起
等
を
行
い
な

が
ら
保
育
活
動
時
や
通
所
時
の
安
全
確

保
を
図
り
た
い
。

③
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
際
に
は
、 川西　聡 議員

以前に出没したクマ（志子部）

緊
急
に
事
象
発
生
エ
リ
ア
ご
と
で
防
災

無
線
で
迅
速
に
周
知
を
行
っ
て
地
域
住

民
へ
の
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

ク
マ
の
活
動
が
活
性
化
す
る
時
期
に

は
町
報
で
注
意
点
や
遭
遇
時
の
対
応
、

餌
に
な
る
生
ご
み
の
適
正
管
理
等
被
害

防
止
に
向
け
た
記
事
を
掲
載
し
て
い

る
。

④
山
林
奥
地
で
の
作
業
の
際
に
は
、
ク

マ
鈴
を
身
に
着
け
て
ク
マ
に
自
身
の
存

在
を
知
ら
せ
る
対
策
を
町
報
で
周
知
し

て
い
る
。
ま
た
、
山
に
近
接
し
た
果
樹

園
等
で
は
ラ
ジ
オ
を
流
し
て
人
の
気
配

を
示
し
、
ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い
工
夫

を
行
っ
て
い
る
。

⑤
猟
友
会
員
で
猟
銃
免
許
の
所
有
者
に

は
、
ク
マ
の
出
没
時
に
は
出
動
対
応
を

し
て
貰
う
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
協
力
を

頼
ん
で
い
る
。

⑥
県
が
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
方
針
を
示
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
も
こ
れ
に
沿
っ

て
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
人
の
生
活
圏
と
ク
マ

の
生
息
地
域
と
の
間
に
、
概
ね
２
０
０

ｍ
の
緩
衝
地
域
を
設
け
、
当
該
区
域
で

は
や
ぶ
の
刈
り
払
い
の
実
施
や
ク
マ
を

誘
引
す
る
恐
れ
の
あ
る
放
任
果
樹
の
除

去
を
行
う
等
、
防
除
ラ
イ
ン
の
整
備
に

努
め
て
い
る
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

②
小
学
校
で
は
、
集
団
登
校
と
ク
マ
鈴

の
着
用
を
し
て
い
る
。
野
生
動
物
に
遭

遇
し
た
時
に
も
対
処
方
法
を
発
達
段
階

に
合
わ
せ
て
指
導
し
て
い
る
。
威
嚇
し

な
い
、
目
を
合
わ
せ
な
い
、
静
か
に
逃

げ
る
等
で
あ
る
。

　

野
生
動
物
の
出
没
情
報
に
応
じ
て
、

学
校
職
員
の
随
行
や
街
頭
指
導
を
行
う

と
共
に
保
護
者
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。
中
学
校
も
同
様
で
あ
る
。
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撤
去
し
て
か
ら
時
期
を
見
て
作
物
を
植

え
る
と
い
う
も
の
だ
が
実
験
し
て
い
な

い
。
書
物
等
を
見
た
が
、
少
し
果
樹
園

に
は
合
わ
な
い
と
考
え
る
。

質
問

　

11
月
29
日
付
日
本
農
業
新
聞
に
よ
れ

ば
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
人
口
が
こ
の

5
年
間
で
25
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
１

０
２
万
１
０
０
０
人
に
な
っ
た
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

答
弁　
吉
田
町
長

　

特
色
あ
る
農
業
と
い
う
こ
と
で
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
推
進
し
て
い
き

た
い
。

　

水
稲
と
か
果
樹
と
か
、
担
い
手
が
非

常
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
町
も
県
・
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
こ
れ
か

ら
も
農
業
振
興
に
努
め
て
い
く
所
存
だ
。

質
問

　

八
頭
町
マ
ル
シ
ェ
で
行
わ
れ
た
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
つ
い
て
、

主
に
水
稲
の
有
機
栽
培
に
つ
い
て
行
わ

れ
た
が
、
他
作
物
は
対
象
に
な
ら
な
い

か
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

答
弁　
吉
田
町
長

　

農
林
水
産
省
が
推
奨
す
る
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
基
本
的
な
考
え
方

は
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
に
よ
り
認
証
さ
れ

た
農
畜
産
物
、
加
工
食
品
を
対
象
と
し

て
い
る
が
、
八
頭
町
で
は
こ
れ
に
加
え

て
県
の
特
別
栽
培
認
証
作
物
等
、
環
境

に
優
し
い
農
業
を
推
進
す
る
計
画
だ
。

質
問

　

実
施
計
画
書
に
よ
れ
ば
、
有
機
米
を

学
校
給
食
に
取
り
入
れ
る
計
画
に
な
っ

て
い
る
。
5
か
年
で
１
４
０
日
に
増
や

す
計
画
だ
が
目
標
に
到
達
で
き
る
の
か

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

オーガニック
ビレッジ

バ
イ
オ
炭
は
一
般
の

生
産
者
も
参
加
で
き
る
か

町
長
／
実
証
実
験
を
し
て

　
　
　

社
会
実
装
に
向
け
て
い
く
計
画
だ

答
弁　
吉
田
町
長

　

有
機
農
業
者
が
9
名
か
ら
12
名
に
増

加
し
た
だ
け
で
は
5
年
後
の
目
標
は
実

現
困
難
か
も
し
れ
な
い
が
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認

証
の
特
別
栽
培
米
を
有
効
に
活
用
で
き

た
ら
と
考
え
る
。

質
問

　

実
施
計
画
書
に
よ
れ
ば
、
果
樹
の
剪

定
枝
で
バ
イ
オ
炭
を
つ
く
り
、
圃
場
に

還
元
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ

な
げ
る
と
あ
る
が
、
こ
の
取
組
に
は
一

般
の
果
樹
農
家
も
参
加
で
き
る
か
ど
う

か
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

答
弁　
吉
田
町
長

　

果
樹
の
剪
定
枝
に
よ
る
バ
イ
オ
炭
を

つ
く
る
取
組
み
は
、
鳥
取
大
学
と
鳥
取

県
八
頭
農
業
改
良
普
及
所
と
連
携
し
て

令
和
5
年
か
ら
研
究
中
で
あ
り
、
一
般

の
果
樹
農
家
に
は
ま
だ
普
及
段
階
に
は

至
っ
て
は
い
な
い
。
い
ず
れ
、
試
験
結

果
を
ま
と
め
た
後
に
実
証
実
験
を
し
て

社
会
実
装
に
向
け
て
い
く
計
画
だ
。

田中　俊光 議員

オーガニックビレッジ宣言
（八頭町マルシェ）

質
問

　

火
事
が
結
構
多
発
し
て
い
る
。
大
概

の
農
家
が
剪
定
く
ず
を
燃
や
し
て
処
分

し
て
い
る
状
況
だ
。
昨
年
ま
で
は
剪
定

く
ず
が
買
取
り
で
き
て
い
た
が
、
現
在

は
リ
ン
ピ
ア
い
な
ば
に
持
ち
込
む
と
重

量
10
キ
ロ
当
た
り
１
２
０
円
か
か
り
、

何
回
も
往
復
し
て
い
る
。
こ
の
バ
イ
オ

炭
が
一
般
の
果
樹
農
家
が
使
用
で
き
れ

ば
、
大
い
に
果
樹
農
家
は
助
か
る
と
思

う
が
。

答
弁　
吉
田
町
長

　

果
樹
の
関
係
で
10
圃
場
を
鳥
取
大
学

等
と
一
緒
に
な
っ
て
研
究
し
取
り
組
ん

で
い
る
。
鍋
型
の
炭
化
器
で
剪
定
く
ず

を
燃
や
し
て
炭
を
つ
く
っ
て
土
壌
に
返

す
と
い
う
こ
と
が
有
効
で
あ
る
結
果
が

出
れ
ば
普
及
さ
せ
た
い
。
炭
化
器
に
つ

い
て
は
町
と
し
て
助
成
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問

　

太
陽
熱
処
理
に
よ
り
雑
草
の
生
育
抑

制
の
取
組
だ
っ
た
。
果
樹
の
ほ
う
で
は

日
陰
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
難
し
い
と

い
う
答
え
だ
っ
た
。
試
験
は
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

答
弁　
吉
田
町
長

　

調
査
を
し
て
み
て
マ
ル
チ
を
畑
に
か

ぶ
せ
て
土
の
温
度
を
上
げ
て
、
そ
れ
を
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質
問

　

災
害
情
報
を
伝
達
す
る
も
の
と
し

て
、
防
災
無
線
な
ど
が
あ
る
が
、
外
出

時
や
聴
覚
障
が
い
者
の
方
が
情
報
を
知

る
方
法
と
し
て
、
ほ
か
に
あ
る
か
伺
う
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
送
信

し
て
い
る
。
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
通
信
で
各
局

の
画
面
で
情
報
を
確
認
出
来
る
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
テ
ロ
ッ
プ
が
流
れ
る
。

質
問

　

特
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
避
難
さ
れ

た
場
合
の
対
応
を
伺
う
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

受
付
、
問
診
等
を
行
い
、
要
配
慮
者

ス
ペ
ー
ス
に
誘
導
し
、
指
定
避
難
所
で

の
避
難
生
活
が
可
能
か
判
断
し
、
難
し

い
場
合
は
、
福
祉
避
難
所
や
関
係
福
祉

施
設
な
ど
に
移
動
す
る
。

アイ・ドラゴン4設置

情
報
格
差
を
埋
め
る
方
法
と
し
て

設
置
を
求
め
る
が

町
長
／�
福
祉
避
難
所
の
中
で 

検
討
し
て
い
き
た
い

質
問

　

令
和
７
年
11
月
19
日
現
在
、
町
内
に

障
が
い
者
手
帳
を
所
持
の
方
が
１
０
３

４
人
い
る
。
避
難
所
で
、
外
見
か
ら
分

か
り
に
く
い
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
周

囲
に
支
援
を
必
要
な
こ
と
を
伝
え
る

ツ
ー
ル
と
し
て
、
障
が
い
者
バ
ン
ダ
ナ

が
あ
る
が
、
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

今
初
め
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
内
容

も
含
め
て
調
査
し
て
い
く
。

質
問

　

鳥
取
県
聴
覚
障
害
者
協
会
な
ど
か

ら
、
鳥
取
県
全
市
町
村
に
ア
イ
・
ド
ラ

ゴ
ン
４
の
設
置
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。

　

ア
イ
・
ド
ラ
ゴ
ン
４
は
、
聴
覚
に
障

が
い
の
あ
る
方
の
目
で
聞
く
テ
レ
ビ
を

視
聴
す
る
た
め
の
専
用
受
信
機
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
経
由
で
、
手
話
や
指

文
字
つ
き
の
番
組
を
配
信
し
、
災
害
時

に
は
手
話
通
訳
付
き
の
緊
急
情
報
を
リ 中原　幸恵 議員

ア
ル
タ
イ
ム
で
提
供
す
る
装
置
だ
。
情

報
格
差
を
埋
め
て
い
く
一
つ
の
方
法
と

し
て
、
ア
イ
・
ド
ラ
ゴ
ン
４
の
設
置
を

求
め
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

職
員
も
ア
イ
・
ド
ラ
ゴ
ン
４
の
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
福
祉
避
難
所
の
中

で
、
当
面
１
か
所
に
な
る
か
分
か
ら
な

い
が
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し

て
い
る
が
、
登
録
者
数
は
。
個
人
情
報

の
観
点
か
ら
、
登
録
し
な
い
人
も
あ
る

と
思
う
が
対
策
は
あ
る
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

登
録
者
数
は
、
２
２
４
人
だ
。
各
集

落
が
独
自
に
作
成
す
る
「
支
え
愛
マ
ッ

プ
」
が
あ
り
、
情
報
を
共
有
し
て
避
難

や
支
援
を
迅
速
に
行
う
。
現
在
34
集
落

あ
る
。

質
問

　

各
集
落
の
34
集
落
は
多
く
な
い
の
で

は
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

本
町
に
は
、
１
３
５
強
の
行
政
区
が

あ
る
が
、
約
１
／
３
だ
。
区
長
会
で
、

制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
く
。

質
問

　

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
災
害
時
や

日
常
生
活
の
中
で
困
っ
た
時
に
周
囲
に

自
己
の
障
が
い
へ
の
理
解
や
支
援
を
求

め
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
カ
ー
ド
が
あ
る
。

対
象
の
方
に
配
布
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

希
望
に
よ
り
配
布
し
て
い
る
。
10
月

末
現
在
の
配
布
総
数
は
、
ス
ト
ラ
ッ
プ

タ
イ
プ
が
２
０
８
件
、
バ
ッ
ジ
タ
イ
プ

が
58
件
だ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
掲
載
し

て
い
る
。
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。アイ・ドラゴン４の設置が望まれる福祉避難所
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質
問

①
子
ど
も
の
人
口
動
向
を
踏
ま
え
て
具

体
的
な
対
策
は
。
ま
た
、
本
町
の
特
色

あ
る
子
育
て
施
策
は
。

②
不
妊
治
療
の
助
成
は
。

④
子
ど
も
の
屋
内
遊
び
場
を
整
備
す
る

計
画
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
経
済
的
な
不
安
の
対
応
と
し
て
、
保

育
料
負
担
の
軽
減
、
医
療
費
の
無
償
化

等
、
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
体
制
確
保

を
実
施
し
て
い
る
。
地
域
の
子
育
て
支

援
施
策
の
充
実
と
し
て
、
相
談
や
交
流

の
場
を
、
地
域
全
体
で
支
え
る
取
組
を

推
進
。「
子
育
て
し
や
す
い
八
頭
町
」
の

実
現
に
向
け
取
組
ん
で
い
る
。

②
県
と
町
を
合
わ
せ
た
助
成
額
で
、
な

る
べ
く
保
険
診
療
相
当
の
自
己
負
担
額

と
な
る
よ
う
上
限
を
設
定
し
て
い
る
。

③
現
在
、
雨
天
時
に
保
護
者
と
一
緒
に

安
心
し
て
遊
べ
る
施
設
整
備
に
向
け
て

子育て施策

子
ど
も
の
屋
内
遊
び
場
の

整
備
計
画
は

町
長
／
雨
天
に
安
心
し
て

　
　
　

遊
べ
る
施
設
整
備
を
調
査
検
討
中

内
部
で
調
査
・
検
討
し
て
い
る
。

質
問

　

不
妊
治
療
費
の
全
額
を
町
が
補
助
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

調
整
が
必
要
で
、
検
討
し
た
い
。
今

よ
り
も
前
進
す
る
よ
う
な
形
で
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

森　亜紀子 議員絵本でゆっくり屋内施設

い
情
報
を
的
確
に
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
引
続
き
導
入
に
向
け
た
準
備

を
進
め
た
い
。

質
問

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
有
効
な
情
報
発
信
の

ツ
ー
ル
で
あ
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問

題
が
あ
る
。
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
こ
と
も
非
常
に
大

事
だ
と
思
う
。
そ
う
い
っ
た
部
分
に
も

注
意
し
て
取
組
を
進
め
た
い
。

質
問

　

広
報
紙
の
発
行
や
防
災
無
線
放
送
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
発
信
の
方
法
が
あ
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
の
導
入
が
効
果
的
と

考
え
る
。
今
後
の
計
画
の
予
定
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

自
治
体
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
は
、
機
能

が
充
実
し
て
い
る
が
、
個
人
で
新
た
な

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要
が

あ
る
。
利
用
す
る
ま
で
の
手
続
き
が
面

倒
で
、
利
用
率
が
上
が
ら
な
い
と
い
う

情
報
が
あ
る
。

　

ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ

イ
ン
）
は
既
に
多
く
の
方
々
が
ア
プ
リ

を
取
得
済
み
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
、
役
場
内
に
「
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
導
入
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
検
討
を
進
め
て
い
る
。

令
和
８
年
度
導
入
を
目
指
し
た
い
。

　

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
町
民
の
皆
さ
ん
と

し
っ
か
り
繋
が
り
、
求
め
る
情
報
が
入

手
し
や
す
く
、
行
政
側
か
ら
も
伝
え
た

情報発信

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
導
入
は

町
長
／�

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
導
入
を 

検
討
し
て
い
る

スマートフォンの便利なアプリ
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質
問

①
鳥
取
県
の
「
や
ら
い
や
果
樹
園
整
備

の
取
組
」
を
活
用
し
て
、
果
樹
の
新
植
、

改
植
を
促
進
し
、
優
良
圃
場
・
次
代
に

託
す
圃
場
の
整
備
を
強
化
し
て
み
て
は
。

②
果
樹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の
研

修
後
の
「
農
地
確
保
」
は
進
ん
で
い
る

か
。
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
こ
れ
は
、
梨
栽
培
が
継
続
出
来
な
く

な
っ
た
場
合
に
は
、
新
た
な
生
産
者
へ

継
承
す
る
果
樹
園
と
し
て
園
主
が
所
属

す
る
生
産
組
織
が
登
録
し
、
果
樹
園
の

流
動
化
や
担
い
手
確
保
に
関
す
る
取
組

で
あ
る
。
本
町
で
は
、
重
点
取
組
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
嵩
上
げ
補
助
を
し
て
、

推
進
し
て
い
る
。
事
業
が
始
ま
っ
て
10

年
以
上
が
経
ち
、
実
際
に
継
承
さ
れ
る

事
案
も
あ
り
、
今
後
も
果
樹
圃
場
の
基

盤
整
備
が
広
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

②
研
修
生
の
希
望
に
沿
っ
た
農
地
の
確

保
が
出
来
て
い
る
。
課
題
は
、
篤
農
家

果樹園の
基盤整備

「
や
ら
い
や
果
樹
園
整
備
」の

取
組
を
も
っ
と
広
め
て
は

町
長
／
生
産
者
部
会
を
通
じ
て

　
　
　

周
知
し
て
い
き
た
い

が
栽
培
面
積
を
減
ら
す
時
期
が
は
っ
き

り
し
な
い
こ
と
か
ら
、
優
良
な
果
樹
園

を
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
継
承
で
き
る
か
だ
。

質
問

　

こ
の
事
業
を
活
用
し
た
事
例
を
紹
介

す
る
と
、
平
棚
25
ａ
の
輝
太
郎
柿
１
５

０
本
の
改
植
を
か
ん
水
施
設
設
置
、
果

樹
棚
等
を
し
た
約
６
１
５
万
円
の
事
業

費
が
本
町
の
上
乗
せ
分
と
国
や
県
の
補

助
を
合
わ
せ
る
と
ほ
ぼ
自
己
負
担
が
な

く
出
来
る
。
新
植
も
同
様
だ
。
こ
の
制

度
を
も
っ
と
広
め
て
活
用
を
促
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

生
産
者
部
会
を
通
じ
て
、
周
知
を
し

て
い
き
た
い
。
果
樹
基
盤
整
備
を
進
め

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
う
。

矢部　啓祐 議員

質
問

　

災
害
対
応
を
は
じ
め
、
防
火
広
報
な

ど
の
消
防
団
活
動
を
行
う
上
で
、
消
防

車
両
を
運
転
で
き
る
団
員
の
確
保
は
重

要
で
あ
る
。
道
路
交
通
法
が
一
部
改
正

さ
れ
、
新
た
に
準
中
型
免
許
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
普
通
自
動
車
免
許

の
取
得
で
は
消
防
車
両
が
運
転
で
き
な

く
な
っ
た
。
本
町
に
お
い
て
も
消
防
団

員
が
準
中
型
免
許
を
取
得
す
る
際
に
費

用
の
助
成
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

現
在
、
県
内
の
10
市
町
村
で
助
成
制

度
が
あ
る
。
本
町
で
も
若
い
年
齢
層
の

方
々
に
入
団
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

市
町
村
が
消
防
団
員
の
準
中
型
免
許

の
取
得
に
助
成
を
行
っ
た
場
合
、
助
成

額
の
１
／
２
に
対
し
て
特
別
交
付
税
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
県
内
の
事

例
も
多
く
が
半
額
助
成
や
一
部
助
成
だ

消防団活動

準
中
型
免
許
の
取
得
に
対
し
て

助
成
を
検
討
し
て
は

町
長
／
若
い
年
齢
層
が
入
団
で
き
る
よ
う
に

　
　
　

検
討
し
た
い

が
、
群
馬
県
の
中
之
条
町
の
よ
う
に
全

額
補
助
の
検
討
を
期
待
し
た
い
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

行
政
と
し
て
、
入
団
し
や
す
い
条
件

を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
ど
こ
の
自
治
体
も
５
年
以
上
在
職

と
い
う
よ
う
な
制
約
も
あ
る
。
他
の
自

治
体
を
参
考
に
し
な
が
ら
条
件
整
備
を

し
て
い
き
た
い
。

消防団の災害時対応訓練
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編
集
委
員
と
し
て
10
カ
月
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
議
会
で
行
な

わ
れ
た
議
論
（
質
疑
・
質
問
・
町
長

答
弁
・
討
論
等
）
と
か
、
議
会
全
体

の
活
動
及
び
委
員
会
の
活
動
報
告
な

ど
を
忠
実
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が

最
重
要
だ
と
い
つ
も
感
じ
て
い
た
。

　

し
か
し
そ
れ
よ
り
も
ま
ず
、
わ
か

り
や
す
く
町
民
に
読
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
最
優
先
だ
と
周
辺
の
声
。ど
っ

ち
が
優
先
か
？
と
悩
ん
だ
が
研
修
等

参
加
す
る
う
ち
に
ど
ち
ら
も
同
時
進

行
で
取
り
組
む
べ
き
と
は
っ
き
り
言

え
る
自
分
と
な
る
。

　

議
案
の
審
議
内
容
等
わ
か
り
や
す

く
掲
載
し
、
且
つ
皆
様
に
見
て
い
た

だ
け
る
議
会
だ
よ
り
と
な
る
よ
う
今

後
も
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
記: 

岡
嶋　

正
広
）

編
集
後
記

再
生
紙
と
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
印
刷
し
て
い
ま
す

本会議はケーブルテレビで生中継しています
議会の傍聴をしてみませんか

なお、定例会の本会議はインターネット（ユーチューブ）配信もしています

議会、議会だよりに関するご意見、ご要望をお寄せください。
TEL  0858-72-3975　FAX  0858-72-2641（議会事務局） 八頭町議会

株式会社エルボスケ　　　　　　　　　

　　代表取締役社長　日下部 誠 さん　
　八頭町町営のキャンプ場「八東ふる里の森」は昨年、環境省の「自然共生サイト」に認定されました。
　この豊かな自然は八頭町の財産であり、私達はこの貴重な環境を保全すると同時に観光資源として
磨きあげ、エコツーリズムで交流・関係人口を創出し、地域の活性化に貢献したいと取り組んで参り
ました。　
　その取組が今年、観光庁の「サステイナブル旅アワード2025」において「地域未来賞」を受賞い
たしました。　
　春は希少な野鳥観察、夏は公立鳥取環境大
学と連携した探究学習、そして秋は地元の農
家の皆様とのアグリツーリズムと、四季を通
じた学びのパッケージ化に取り組んできた成
果を評価いただけたことは、私共にとっても
大きな励みとなりました。　
　これからも八頭町に訪れる方々に「心のふ
るさと」と感じていただけるような場所を目
指してまいりますので、今後とも皆様のご支
援を賜りますようお願い申し上げます。

自然を資源にエコツーリズムで地域に貢献自然を資源にエコツーリズムで地域に貢献

▲　左が日下部さん

※
議
会
だ
よ
り
の
発
行
は
2
月
、
5
月
、
8
月
、
11
月
の
年
4
回
で
す
。


